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A はじめに

フフホト

北朝は、登国元年 (386)に道武帝拓政珪が牛川(内蒙古呼和浩特市付近)で代王に即位し

てから、開皇元年 (581)に楊堅が惰を建国するまでの約2世紀にわたる。天興元年 (398)

には平城(現在の山西省大岡市)に都を定め、約 100年つづく北貌平城時代の幕開けとなった。

孝文帝拓政宏は太和 18年 (494)に洛陽に遷都し、大規模な城壁、宮殿、官街を造営した。

534年に孝武帝、元修は高歓との対立を深め、格陽をすてて関中に入札字文泰のところに

身を寄せたため、北貌は東西に分裂した。高歓は元善見を孝静帝とし、格陽から鄭城へ遷都

した。鄭城は東貌、北斉の都となり、長安は西貌、北周の首都となった。

北朝時代の城祉には建物遺構や遺物があり、北朝時代を研究する上で重要な資料となって

いる。遺物では瓦碍類が圧倒的多数を占めるが、その多さのため、これまで十分に検討され

ていない部分もあった。本稿では、北朝瓦の観察をとおして、当時の造瓦技術を総括してみ

たい。これは漢代から唐代にかけての建築技術に関する基礎研究の一つである。

B 北朝瓦の出土遺跡

北朝瓦が出土する遺跡は、北朝時期の城祉やその周辺に集中しており、北貌平城、内蒙古

中南部、北貌洛陽城、東貌北斉鄭城、普陽古城、西貌北周長安城などがある。

( i )北貌平城

北朝前期の平城は現在の山西省大岡市区の地下にあり、城内の明堂砕舜遺跡、操場城1号

建物遺跡、城外の方山永田陵恩遠仏寺遺跡、雲間石窟遺跡、西冊田窯跡などでは、北朝前期

の丸瓦、平瓦などが出土している。

北貌の明堂砕薙遺跡は、大岡市柳航里住宅小区付近に位置し、 1995年と 1996年に大岡市

博物館などが発掘調査したω。明堂は、北貌の太和 15年 (491)に建立された礼制建築であ

る。遺跡の中央には1辺 42mの方形の版築基壇があり、基壇の外周には円形の溝がめぐる。

溝の外周の直径は 289~294m、溝の幅は 18~23m ある。発掘では建物の西側部分を検出し、

ここから大量の丸瓦、平瓦が出土した。

操場城1号建物遺跡は北貌時代の宮殿遺跡で、大岡市内の操場城街東側に位置し、山西省

考古研究所などが 2003年に調査したω。南を正面とする東西 44.4m、南北31.5皿の長方形
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の版築基壇が全面検出されている。方向は南で西に7度振れる。基壇の東側と南側には瓦が

堆積しており、 1万点をこえる丸瓦、平瓦が出土した。

永田陵思遠仏寺遺跡は、大岡市の北約 25回のところにある方山の南麓に位置し、『貌喜』

高祖紀上によれば、北貌太和3年 (479)に「方山に行幸し、思遠寺を造営する」とある。 1981

年に大岡市博物館がこの遺跡を発掘調査した(由。寺院は長方形の高台上にあり、高台は東西

57.4皿、南北87.8mあり、周囲を塀で囲んでいる。院内には、一辺 12mをはかる平面正方形

の塔基壇が残存する。北貌時代の塑像の仏像や菩薩像の破片や丸瓦、平瓦などが出土した。

雲間石窟とその包含層からは、北朝時代の丸瓦、平瓦が出土しており、「惇砕無窮」銘の瓦

当などがある。

西冊回窯跡は、大岡市から西約45kmの桑干f可の南岸に位置する。この窯跡からは、大量の

瓦が出土したほか、焼成時の廃棄物なども採集されている。出士瓦の特徴が平城から出土す

る瓦と一致するため、平城時代の都城造営にともなう窯場と考えられるω。

( ii )肉蒙古中南部の北貌時代城祉

拓政鮮卑は貌晋時代に陰山一帯で勢力を拡大し、東晋太元 11年 (386)に鮮卑の首領、拓

駿珪が代王に即位して、盛楽に遷都した。北貌建国後、黙:)11地区の盛楽を中心として、陰山

以北の地には沃野、懐朔、武J11、撫冥、柔玄などの六鎮が設置された (r貌書』巻160地形志)。

北貌の都城と軍鎮を並立する方法は、拓駿鮮卑の領域統治を強固にした。この結果、内蒙古

中南部では北朝時代の遺跡や遺物が発見されている。

北朝瓦が出土する重要な城祉は、和林格爾県の士城子古城である。内蒙古自治区文物考古

(6) 
研究所が何度か発掘調査を実施し、大量の北朝瓦が出土している。士城子古城は呼和浩特市

の南約40固に位置し、その北側には士黙川平原、南側は摩天嶺山脈が広がる。ここは漠北と

中原を守備する要衝地帯である。土城子古城はその地理的位置の重要性から、戦国時代から

元明時代まで使用されつづけた。北貌時代には城壁を拡張して盛楽と称した。土城子古城の

平面形は不規則で、北城、中城、南城が相互に重複して連結するが、それぞれの城壁の造営

(6) 
年代は未確定である。これまでの調査で北貌時代の瓦当が出土している。

。nn"""7'.，...-hf:r: 6.....--t-l-- r.-1..-T."""7' --I.-.o.J..，.t>(S) "u..J.h 'Z5-h1:e~"""'7' ~*~(9) 
このほか、托克托県雲中古城、因子王旗烏蘭花土城子古城、准格爾旗右子湾古城など

がある。

( iii)北隷洛陽城

1960年代初頭から現在にいたるまで、中国社会科学院考古研究所は北貌洛陽城において継

続的に発掘調査を実施してきた。これまでに発掘した遺構には、内城南部に位置する 1号房

社、永寧寺、明堂畔舜遺跡、内城東門の建春門遺跡、西割減内の大市遺跡、宮城正円である

闘う両陣遺跡がある。

1号房社は内城南部のやや西側、銅舵街の東側に位置し、 1963年に正式なボーリング調査

と発掘を実施した(10)。この建物基壇はすでに破壊されており、残存している形状は方形に近
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く、東西16m以上、南北約 17m。方向は北で東に5度振れている。房祉を囲う塀の内外面は

白色と朱色であったo 出土品はおもに瓦碍類で、丸瓦、平瓦、軒丸瓦、瓦釘や獣面文碍など

の破片がある。瓦は研磨されているので、北貌時代の建物遺構であろう。発掘担当者は、文

献史料から、この建物遺構は北貌時代の宗正寺か太廟の建物の一部であると推測している。

永寧寺は洛陽城内最大の仏教寺院で、胡太后が出資して孝明帝の照平元年 (516)に建てら

れた。文献史料によると、宮城西南部の太尉府の西に位置したが、孝武帝永照3年 (534)に

塔が落雷で焼失し、寺院もその後廃絶した。 1979年から 2003年にかけて数回にわたる発掘

調査を実施しているω。寺院の平面形は長方形で、周囲は塀で囲まれ、南北301m、東西212m

をdmるロ院の中央には塔の基壇があり、塀がとりつく南門と西門がある。院の中央にある塔
の基壇は正方形で、基壇は1辺38.2mある。塔の基壇と門祉の発掘調査では、大量の瓦類が

出土した。丸瓦、平瓦、軒丸瓦、獣面樽や鴎尾などがある。永寧寺は創建と廃絶の年代がは

っきりしており、これらの出土遺物は北説時代の瓦研究の重要な資料となる。

礼制建物群は後漢時代に創建され、明堂砕宛は北貌時代にも修復されたが、霊台は廃棄さ

れ、その基壇上には碍塔が築かれた倒。 1970年代に、霊台などの北貌時代の包含層から瓦碍
(1副

が出土している

内城東円である建春門は1985年に発掘された。これは、北貌洛陽城の東城壁で確認された

3基の城門のうち、最も北に位置する(14)。城門の基壇は長方形を呈し、南北30m、東西12.5m

をはかる。城門は3条の通路をもっ形式で、この調査の包含層からは大量の瓦が出土した。

宮城正門の閣薗門遺跡は、 2001 年~2002 年に全面発掘した(15)。城門の左右に双闘をそな
え、門前に広場を形成する。城門基壇は東西44.5m、南北24.4mで、 3条の通路がある。

(iv )東貌・北斉鄭城

鄭城は河北省臨津県の西南20k皿に位置し、南北にならぶ二つの城社からなる。調1北械は三

国貌の時代に造営され、五胡十六国時代の後趨、前燕、再燕の都となったo 534年に東貌が

票日城に遷都したのち、鄭北械の南側に郭南城を建設した。

1983年以来、鄭城考古隊はボーリング調査と発掘調査を継続し、鄭南城朱明門遺跡、越彰

城東貌北斉寺院、鄭城三台遺跡と城壁、道路遺構などを検出している。発掘調査では大量の

瓦碍類が出土した。これらは北朝瓦の造瓦技法や編年研究の重要な資料である。

期1南城朱明門遺跡は1996年に調査し、双闘をもっ城円であることが明らかになった。門の

基壇は東西84m、南北20.3mである。城門の東西両側には、対称的に渡り廊下や関楼を配置

している。基壇の長さは34m以上、渡り廊下の南側の基壇は約 15mとみている。 2基の闘

楼聞の距離は 56.5mある。朱明門の前面には闘楼と城門にかこまれた空間があり、面積は

(16) 
2800 rriある。朱明門遺跡からは大量の瓦碍類が出土した

超彰城東貌北斉寺院は、平面方形の木塔を中心とし、周囲を壕に固まれた正方形のプラン

である。 2002年に塔の基壇を発掘調査し、 2003年から 2005年にかけて正方形のプラン内の
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2 北朝の造瓦技術

(17) 
その他の遺構を発掘した 。塔基壇は、塔本体の建つ地上部分と掘込地業の部分からなる。

これらは、版築と碍や石で構築されている。掘込地業は平面正方形で、一辺が45mある。基

壇の地上部分は南辺の状態が良好で、正方形をなし、一辺30mと推測している。ここからも

大量の瓦が出土した。

銅雀三台遺跡は、三国貌の鄭城のなかで地上に残存している唯一の遺構である。金虎台は

三台の一番南に位置し、西城円である金明門の北の西城壁上にある。版築基壇は比較的よく

残り、基壇の規模は南北120m、東西71m、高さ 12mある。銅雀台は三台の中央に位置し、

金虎台から 83mの距離にあるが、損傷が激しく、基壇の東南部分が残るのみである。現存す

る基壇の大きさは南北 50皿、東西 43皿、高さは4~6mであるロ北側の泳井台は、津河の洪

水で破壊されているため、具体的な位置を確認することができない。そこで、三台の正確な

位置を明らかにするため、この遺跡の周縁部において小規模な発掘を実施した。北朝の包含

(18) 
層から、大量の黒光りした丸瓦、平瓦などが出土している

(v)東貌北斉晋陽城

晋陽城は太原市西南部に位置し、面積は三十数平方k皿ある。東貌、北斉時期は副都として

存在し、惰唐時代にも使用された。城壁は確認しているけれども、その時期については未確

定の部分がある。西城壁の試掘の結果、城壁の年代はかなり複雑で、北朝時代の城壁部分の

版築も確認されている。西城壁は南北長 3750皿、幅 18~20m、方向は北で東に 18 度振れて

いる。西城壁の北半部分は地上に残存している。少量の丸瓦と平瓦が出土しており、北朝時

イtのものである。

(vi)十六園北朝長安城宮城

2003 年~2007 年にかけて、前漢長安城の東北部でボーリング調査と発掘を実施した
。9)

その位置は、漢長安城東北部の宣平門大街、洛城門大街と北城壁、東城壁の聞の長方形の範

囲内で、東西二つの小城からなる。発掘地点は西小城の南壁で、出土遺物には十六国時代、

北朝時代の瓦碍類がある。

C 北朝瓦の時期的特徴と分類

北朝瓦には大別して、丸瓦と平瓦の2種類がある。現在、瓦当の研究は比較的進展してい

るが、それは瓦当の紋様や形が研究者や収蔵家の目を引くからであろう。しかし、周知のと

おり、瓦当は決して独立したものではなく、軒先に葺く丸瓦の付属部分でしかない。瓦当を

単独で研究することがよくないわけではないが、丸瓦の製作技術を研究するのであれば、丸

瓦と瓦当を一体で研究する必要がある。北朝瓦の出土地点は、上述の遺跡に集中しており、

丸瓦と平瓦の種類は単純で、軒丸瓦に多少の変化がある以外は、それほど大きな変化はみら

れない。以上のような状況にもとづき、北朝城祉の前期、後期の変遷を加味して、丸瓦と平

瓦の分類をおこない、時代的特徴を明らかにしていきたい。
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都城の構造と変遷からみると、北朝を前期と後期に分けることができる。北朝前期は大同

平城の時期である。北朝後期は洛陽遷都後の時期にあたり、洛陽・鄭城時期としたい。北朝

前期の瓦は平城や内蒙古中南部の城祉、北朝後期の瓦は北貌洛陽城、東貌北斉懇城、晋陽古

城、西貌北周長安城からそれぞれ出土しているロ

以下では、上記の分期にしたがい、各時期の代表的な瓦の分類について述べる。

( i )北朝前期の平E

無文で灰色の平瓦とミガキをかけた黒灰色の平瓦とがある。また、用途から平瓦と軒平瓦

の区別がある。

A類無文灰色平瓦 凹面は布目で凸面は無文、大小の区別がある。西冊目窯祉の資料は胎

土に砂粒を含み、焼成温度は比較的高い。凸面はナデ調整しており、無文である。広端縁に

は指ひねりの波状文がある。操場城1号遺跡出土の T201③ :3は、長さ 45.6個、狭端縁幅

35.3個、広端幅31畑、厚さ1.5-2.0咽。広端縁に押圧波状文がある。

B類黒色磨研平瓦胎土はきめ細かく、凹面はミガキをかけて黒色を呈する。凸面は無文

で、黒色か灰色を呈する。大小の区別がある。操場城1号遺跡出土の T510③:13は、長さ

81 cm、狭端幅60咽、広端幅50cm、厚さ 2.8価。凸面は黒色で、広端縁に波状文がある。操

場城倉儲遺跡のM204出土品は、長さ 55.5個、広端幅37畑、狭端幅31.2個、厚さ 2.8団。

凸面は無文で黒灰色を呈し、広端縁には波状文がある。平城明堂遺跡出土のT102:1は、長

さ51畑、幅42cm、厚さ 2-2.5団。

( ii )北朝前期の丸瓦

A類無文灰色丸瓦と瓦当灰色を呈し、凸面は無文で、凹面には布目がある。操場城倉儲

遺跡T613③ :2は、残存長19畑、径14.5岨、厚さ1.5-2.2価。全体に火をうけた痕跡があ

る。この丸瓦の広端には蓮華文瓦当がつく。瓦当裏面には細いキザミがみられ、丸瓦と瓦当

の接合部には円弧状のナデつけ痕跡がある。

大同平城出土のA類丸瓦と蓮華文瓦当は接合している。内蒙古出土の北貌時代の瓦当の多

白0)
くは平城時期の遺物である 。蓮華文瓦当と獣面文瓦当、「停詐無窮」銘瓦当、「高歳富貴」

銘瓦当などがある。瓦当面はミガキをかけていないため、これに接合する丸瓦もミガキをか

けないA類丸瓦の可能性が高い。

B類黒色磨研丸瓦と瓦当 現在確認できる北貌前期の丸瓦のほとんどは、暴色磨研瓦に属

する。その特徴は凸面を研磨し、黒光りした状態にすることで、凹面には布目がある。大小

の区別がある。操場城1号遺跡出土のT410③:3は、長さ 75.5c血、直径23.0個、玉縁長7.0

畑、厚さ 2-3価。胎土はきめ細カペ、全体に整っている。凹面には明瞭な布日がある。操場

城倉儲遺跡出土の T517L204③は、凸面が黒色を呈し、胎士は精良でミガキをかけ、凹面に

は模骨痕をともなう布目がある。玉縁上には「白」字が刻まれている。長さ 57.0咽、直径18

-18.3個、厚さ1.7-2.5cm、玉縁長5.8cm。
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2 北朝の造瓦技術

平城出土品でB類丸瓦と接合する瓦当には、蓮華文、獣面文、「高歳宮貴」銘の瓦当があり、

これらは丸瓦とともに磨かれている。

文字瓦当である操場城1号遺跡出士のT610③ :5は、直径17.8冊、外縁幅1.5cm。瓦当面

は井字形に区画され、隷書の文字が配される。上下左右の順に「高歳宮貴」とある。凸面は

ミガキをかけており、黒色を呈する。同類の瓦当 T510③:8は、直径 13.3個、外縁幅1.0

cm.灰黒色で瓦当面もミガキをかけている。この瓦当の文字は完全に残っており、作りもよ

い。瓦当と丸瓦の接合角度は102度である。

獣面文瓦当の瓦当面はミガキをかけており、外縁の幅はやや広く、良質である。瓦当には

浮き彫りの獣面があり、大きな固と短い鼻、大きく聞いた口には歯が見えているロ獣面文瓦

当は直径25.0cm、ただし、完形品はない。やや小さい獣面文瓦当の図案は前者とほぼ一致す

る。明堂遺跡出土の 96MN:3は瓦当径 17.0個、厚さ 2.5価。操場城1号遺跡出土のT610

② :11は瓦当径16.3咽、外縁幅2.5cm. 

りii)北朝後期の平瓦

A類無文灰色平瓦鄭南城外事峨内の建物遺跡から出土したA類平瓦は灰色を呈する。凸

面は平らでなく、比較的粗い縄叩きを磨り消して調整している。凹面には、布目かナデ消し

た細かい縄町きの痕跡がある。 94JYT554-559② :7は、欠けているが幅は完存しており、長

さ 23.8c皿以上、幅 29.8 咽、厚さ1.7~2.0 咽。広端縁には押圧波状文がある。94JYT554.5591②.

8は、残存長15.0cm、残存幅 14.2 畑、厚み1.6~2.4cm。

B類黒色磨研平瓦格が高く規模の大きな北貌洛陽城1号房祉、北貌永寧寺、郭城三台遺

跡には、この種の平瓦が多い。

北貌洛陽城1号房祉から出土した完形平瓦は、長さ 49.5畑、幅33.0皿、厚さ 2.5価。平瓦

の数量は非常に多い。形状は梯形に近く、狭端と広端の区別がある。平瓦はおもに濃い褐色

を呈し、硬く焼き締まってっくりもよい。平瓦の凹面は研磨され、平滑である。凸面は、凹

面にくらべて粗雑だが、ナデ調整している。平瓦の両側縁はケズリ調整する。永寧寺出土の

B類平瓦は、規格や質、色調や製作技法が1号房雄出土のB類平瓦と基本的に一致する。こ

れは北貌後期の平瓦の基準資料である。また、 1号房社とくらべて種類がさらに増加し、 1

段(単層)の波状文軒平瓦だけではなく、 2段(重層)の波状文をもっ軒平瓦も出現した。

鄭城出土の東貌北斉時期の平瓦は、多くが黒色か灰暴色を呈し、胎土は綾密で硬く焼きし

まる。完形品は長さ 41.5c皿、幅 31.0 四、厚さ 2~3.5cm。凹凸両面とも光沢がある。広端縁

には押圧の1段あるいは2段の波状文がある。また、へラ書きの文字がある。

8剖YT19③:1 は、胎土が敏密で、灰黒色を呈する。長さ 31.4 個、幅 22~25 個、厚さ 5.5

~7.4咽。凸面の広端寄りはミガキをかけ、それ以外の部分には犠櫨の回転痕跡がある。凹面

は光沢があり、黒色の物質を塗っているo 広端縁は先にキザミをいれ、つぎに押圧して2段

の波状文を施す。狭端縁の断面は半円形を呈する。両側縁には、内側jから切り込みをいれて
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分割した痕跡がある。

鄭南城朱明門遺跡出土の T141②:39は、胎土が鰍密で、灰色を呈する。残存長 9.8個、

幅26.4個、厚さ 2.8図。凹面凸面ともに研磨され、灰黒色を呈する。広端縁に近い部分には

鞍櫨の回転痕跡がみられる。凹凸両面に黒色の物質を塗っている。広端縁には比較的探い切

り込みをいれて上下に分割し、指で押圧して2段の波状文を施文する。

8ωYT154西拡張区⑤:8は、胎士が敏密で、濃灰色を呈する。完形に近く、長さ 50.7個、

幅 29.7~34.5c皿、厚さ 2.8cm.凹面と凸面の広端部近くは研磨し、凸面の残りの部分には鞍

櫨の回転痕跡がみられる。広端縁には、工具で刻む方法で、 2段の波状文を施文している。

狭端縁は丸くおさめている。

(iv )北朝後期の丸瓦

A類無文灰色丸瓦と瓦当 鄭南城西外割減内の建物遺跡から出土した丸瓦は、灰色で形も

整っている。凸面は無文で、凹面には明瞭な布目がある。同時に、凹面には縦方向の溝の痕

が観察でき、一部の資料には凹面に横方向の粘土紐の痕跡がみえる。 94JYT554② :2は、長

さ 31.6 個、直径 14.1 園、厚さ1.3~1.6 冊、玉縁長 5.2cm. 94JYT555② :2は、長さ 35団、

直径 14.8c血、厚さl.5~1.9 岨、玉縁長 4.5 個。

B類黒色磨研丸瓦と瓦当 この種の丸瓦は、 B類平瓦と同様に、格が高く規模の大きい遺

跡から出土するロ

北貌洛陽城1号房社出土の丸瓦は、長さ 49.5個、直径13.0個、厚さ 2.3c丸灰黒色を呈し、

胎士は綴密で堅く焼きしまる。この類の丸瓦は、すべて研磨されて光沢があり、つやのある

黒色か灰色を呈する。この技術は平瓦凹面の調整法と一致する。丸瓦凹面には明瞭な布目が

あり、布の鍛の痕がみられる例もある。玉縁は円弧形で、やや斜め下向きになる。一部の玉

縁上には刻印やへラ書きの文字がある。丸瓦の両側縁はケズリ調整されるが、一部に内側か

ら工具で切り込みをいれた分割の痕跡がみられる。また、一部の側縁にもへラ書きの文字が

ある。永寧寺出土のB類丸瓦は、 1号房祉出土の丸瓦と基本的に一致し、直径は 15.0cm、厚

さ約2.3cm.永寧寺の丸瓦の玉縁は比較的長く、長さ 3.5~6.0 岨ある。

鄭城出土の丸瓦は、多くが灰黒色を呈し、胎土は鰍密で堅く焼きしまり、重厚である。完

形品は長さ 41~48 岨、直径 15.5~18 cm、厚さ1.8~2.5 園。凸面は研磨され、光沢がある。

凹面は布目である。 92JYT29⑦・ 04は、長さ 40.5cm、直径14.8個、厚さ1.7cm.玉縁の凸

面には文字の刻印がある。筒部中央には瓦釘を差し込む孔があり、広端に蓮華文瓦当を接合

している。 ωJYT26⑤:09は凸面を研磨し、黒光りしているが、一部剥離する。筒部中央に

直径1.2cmの瓦釘孔がある。凹面は布目で、鍛の痕も明瞭である。瓦当の蓮華文は複弁八弁

である。郭城朱明門遺跡出土の8ωYT116西隔梁北訓④・ 46は、胎士が徹密で濃い灰色を呈

し、堅く焼きしまる。筒部長 36.7 咽、直径 14.8 咽、厚さ1.5~2.8cm、瓦当径 14.2cm.筒部

凸面は研磨され、凹面は布目。布目には縦方向の鍛の痕がある。瓦当は単弁の蓮華文である。
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， "潮。量五鍵.

"風格闘械や東."斉舞械なrにはB類丸瓦左接合する瓦当があり 種類も多川このう
ち、永寧寺の瓦当は...."豊富である.しかし、北嶋後期のB類瓦当は、 般に望通高文、獄

置文の2租績である.， .. 鵬脇被1号房雄永摩守出土の事事文瓦当と獣直文瓦当は集成
温度が商<.Jfもよい.表面は黒色でつやがあり、現修も整っている.精細舗1号房雄の六弁

童相議文瓦当は、瓦当径1同国弘厚さ1.6姐.""拙幅広〈、平らである.献面文瓦当路径

15.6温厚さ1.6aa.単肉彫りの献函が飾られ外縁は縄広〈平らである.

永事寺出土の蓬事他生文瓦当、忍，.文瓦当、変形忍冬文瓦当なr陪この寺慌でのみみら""

喝暢宅のために物思川こっ〈られた瓦当であろう

都繍ゆら出土した".，後期の茸当除、基本的に建薄まである.

D 北朝瓦の製作技術

上遣の瓦は、北潮瓦の製作技術に関する益礎資桝である.鮮卑a島根北風王朝を建聞したの
ち瓦の製作宅制宥が非常に高まったの陪議膏時代以来の錨捕を剥'*した結果であろう.

北朝時代のB類耳立、研mして暴売りする瓦で、製作省情のもっとも複績な例である.こ
れらは北朝後期にはさらに成摘し開府碕代ともかなり大きな髭容を与えている.との種の

北朝瓦を代愛する笹作後衡について、以下機耐してみたい.

各地から出ゴじした瓦の観農の結果、'"閉瓦の製作設備の工鑑は、以下のように区分すると

左ができる. 1 粘土の製依 2..'骨による粘土円筒の戚曙 S. .日藍>施文 4 分制

と険予し、 5 側面タズU調.u当接合、 e研'と前益、 7 陶衣かげ、 8 焼成以
下、おのおのの工程ごとに・... する.

( I )勧主m製作

北朝瓦の胎之は徹密である.破片剖闘すると、粕之を量ねたときにできる鎗を.寓する

ことができる.これは、瓦成形前に粘土を'"置させ、担ねる工温があったこ』とを示している.

大裂の平瓦では大量の粘土を使用するが、始土中にほ渉僚や爽給物が非常に少なし水簸し

て一定韓関粘土金ねかせるヱ程を笹ている

買a凋個師胃に見える鳳澗剛艇悶胎土a総.
(1-2・鞠艇長調円遇制陣幽土の却
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{目}鈷土門簡の慮"

北朝時代の丸A.平瓦は粘土経滑降き上げで成形している.これ以外の成形方法制圃され

ていなー、粘土謹書惨き上げ使潮崎藤は丸互の凹酉にもっとも明剛院事"'ており、ー郁の平克

¢曜片でもこうした状況がみられる.しかし、景画"平瓦の模骨の樹立異なる.

1 

.，土・縄比lずと・骨...
"大阿平織幽士、 2欄峨出土、'"柏a措樋締出土}

(iii)・・による'置と施文

粘土阿相場E成した時点では、.艦上で粘土阿働時瞳した痩騎が瓦"よ〈残っている.

しかし のちの研腐の工程により このような痕跡は見事jをされるこ"もある.爾盤強"刻

字をする例もあ払刻字と爾盤焼跡の草護関係は三つのエ湿の前後関係を明確恥示している.

軒平瓦淘滋斌文は、・岨による蘭董の前後に却はしている.このとき粘土円筒はまだ柔ら

かい状・にあり、刻字や旭文が容易である.2段の液状文の聞にある君臨い滋調持脅蘭による

開圧波状文の指紋なEは、そうした状況を示している.

，.，結士円簡の公司副と・平し

粘土門簡の表面を慣益したのち、円情の内郁にはま"'"艦上の健骨がある.円筒が襲指す

る前}己犠骨を引き出す.そして、刀調闘の工具で内側から様方向の切り込み曲-・0をλれ

る.切り込みの様さは一致しないが、だいたい丸Zで低厚みの2分の1、平Zでは4分の1

ほどである.さらに礎泊したのち、外4聞から温度なカをかげて円筒を訓り、丸瓦や平瓦をつ

くる.この康明富田丸瓦や平瓦の凶面 Eは、劃岡田唱曲がよ〈残っている.布目刊岨の匝
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圃 lζよる由主酬の臨時晴同副
(1-Z'4車線幽士、 3誼.措.暢幽土〉

実;L平':U潟両・工程劃固酉に儲布目... 

事櫨勝などは、ラづ〈加工呼叩園陸によって次第に不明瞭になってい<.

(v)ケズ1)..とE当権合

， "潮。量五鍵.

4 

分割後、ケズ3慣整が必要となる.平瓦や克瓦がきれいに重なるように、一叫牧ー枚の瓦の

広場縁k裁機縁の厚みを削って調董する.タズPの舗は2-4Cl11.でい〈つも重なり合い、向日

った置は守中光択があることから タズ"胆墜には比識的舗悌Uな工具を使用していることが

わかる.平瓦同ケズ耳慣整はおもにd則緑とみられ、丸X凹置の側縁寄りにもよ〈みられる.A

舶の丸瓦、平瓦は、ケズリ調整鏡、ほぽ完成の状舗に涯づむこのとき、軒丸瓦では瓦当の

後合工極がある.接舎を強固にするために瓦当裏目耐と悠射状にキザミを入れ、摩擦を増加

させる.このほ描丸丸瓦加内側に捜合粘土を貼明、固定す6方法もある.
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ケズリ・障と互畠構舎司陶キザ是
"犬同平減tt/u:，2.3備制出土}

{叫}互の研..・園陸

北朝の緑色廊研五の表面}立、施刺したような状錨にみえる.これ吋ま光沢金出す設術の一つ

であり ，~開時代の土器畑町.'"銅".類似している.黒光りした支の表面とは断面円形の

息吹工具によるa圧を織り返した痕泌がみられる.これらPますとし世臓状に<<まんでいる場
合もある.こうした祖匹の繰り返し忙より、瓦の表面は党択を廻するのである. 

. 市東J<の視婦から、丸瓦ゆ凸面.瓦当側面は岡崎に研腐をしており 瓦当接合後に研膚し

たことがわかる.

日・r

東;L平'TU
礼調嶋出土、 2北.嶋樋制凶土}

{叫}陶衣掛け

北朝の鳳色島研瓦の一部には、瓦均表面 E事責体が涜れた鹿跡があり、その留掛叫灰.. 色を

呈する.瓦の光釈を増すために陶衣をかける方法をとったの方、今後の研究を期待したい. 

.. 直にみえる穣唯れ".
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2 北朝の造瓦技術

(剛)焼成

窯入れして焼成するのが、瓦生産の最後の工程である。

上記の工程は、実際には北朝B類瓦の製作工程である。 A類瓦の場合は、第6、第7の工

程を経ずして焼成する。

E 北朝瓦の黒色磨研技術と関連問題

北朝の宮室や格の高い建物には、ミガキをかけた瓦が使用されるロこれは北朝以前にはほ

とんどみられなかった現象であるが、北朝から惰唐時代にかけてこの技術は継承されていっ

た。黒光りする面は丸瓦凸面と平瓦凹面で、いずれも屋根に葺いたときに露出する部分であ

り、実用と装飾を兼ねたものである。建物の屋根がつるつるしていれば、塵が積もりにくく、

雨や雪も流れやすい。また、黒光りの効果は屋根の美観にも関係してくる。北朝瓦における

黒色磨研技術は、造瓦における新機軸といえるロ

黒色磨研技術の工程は、洛陽城1号房社から大量に出土した文字瓦にも表れている。それ

らの瓦片の刻字は、工人の姓名、製作日時のほか、瓦の製作工程を記録している。たとえば、

「匹遺主」、「輸」、「削」、「磨」、「昆」、「匠」などがある。「磨」や「昆」は同じ工程であり、

研磨を指しているという意見もある。一般には、北朝から惰唐にいたる黒光りする瓦を黒色

磨研瓦と称している。

北朝瓦の製作技術について、関連の文献を参照すると、「磨」や「昆」は閉じ工程ではない。

「磨」は字のごとく、粘土円筒を調整して、ほぽ平らに整える工程である。「昆」は実際には

「据」で、ミガキの工程であるロ

李誠の『営造法式』の記載は、「磨」や「昆」の意味を理解する手がかりとなる。『営造法

式』は宋代の著作ではあるが、内容は惰唐の成熟した技術にも及んでいる。巻15の「窯作制

度」の内容は、北朝情唐時代の造瓦技術を研究する上で参考になる。以下に引用する。

造瓦垣、用細謬土不爽砂者、前一日和泥造垣。先於輪上安定札圏、次套布筒、以水搭

泥媛圏、打搭収光、取札並布筒嘱曝。…・・・凡造瓦垣之制、候曝微乾、用刀童、毎桶作四

片(目臨作二片・…)。線道線子瓦、旬以水飾露明処一辺。…・・育振瓦等之制、以乾垣用

瓦石磨擦(百臨於背、板瓦於仰面、磨去布文)。次用水湿布措拭、候乾。次以洛河石据研、

次惨滑石末令勾(用茶土抱者、准先惨茶土、次以石掘研)。 ・凡焼変埠瓦之制、素白窯、

前一日装窯、次日下火焼変、又次日上水害，更三日開，候冷透，及七日出窯青掲窯(装

窯、焼変、出窯日分準上法)、先焼蔓草(茶士援者、止於曝露内搭帯、焼変不用柴草、羊糞、

油瓶)、次青草、松柏柴、羊糞、麻瓶、濃油、蓋署不令透畑。
( )は割注

育振瓦とは、黒色磨研瓦のことである。文献に記載された製作技術から分析すると、粘土

担ねから粘土円筒の分割まで、育振瓦の製作は普通の瓦と異なるところがない。鍵となる工
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程は、「以乾垣用瓦石磨擦」から「不令透姻」までである。

このなかで「以乾垣用瓦石磨擦」は、北説洛陽城1号房祉の瓦の文字の「磨」にあたり、「目

瓦瓦於背(凸面)、板瓦於仰面(凹面)、磨去布文」である。瓦の凹面には布目があり、乾燥し

たのちに瓦石の工具で磨いて平らにする。こののち、重要なのは「次用水湿布措拭、候乾。

次以格河石抱研」である。生瓦は乾燥すると堅くなり、研磨処理ができないため、湿った布

で生瓦をこすり、生瓦を湿らせたあと、「洛河石」で表面を研磨する。これは、洛陽城1号房

祉の瓦文字の「昆」にあたる。研磨の工具の名称の「洛河石」も検討すべき問題で、これら

は唐宋時代の青抱瓦の研磨工程が北貌洛陽城の時期にはじまるというだけでなく、北朝時代

に成熟した黒色磨研技術による影響が大きいとみることができるロ
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参考資料鄭城出土の軒丸五(拓本・実測図は1/4)
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北朝制瓦技木的考古学研究
朱岩石

(中国社会科学院考古研究所)

北朝的厨史，上起登国元年 (386)道武帝拓政珪在牛jiJ(今呼和浩特市附近)即代王位，下

至弄皇元年 (581)栃墜建立陪朝，吋阿跨度近2ノト世紀。其f司，天災元年 (398)定都平城(今

大岡市).汗局北郵丘百年的平城肘代.孝文帝拓抜宏太和十八年 (494)迂都洛阿，在洛阿大規

模建造城垣、宮殿、官府。公元534年北重量孝武帝元修与高攻矛盾激化，奔格問入美技奔字文泰，

北幾分裂。高双立元普見方孝静帝，自洛阿迂都郎城.~郎城遂成J-J~巨鏡、北芥之都.*安則成方

西鏡、北周的都城。

北朝肘期域社迄今埋蔵着当肘的建筑遺迩和遺物，成J-J我ffJ研究北朝社会的実物資料。北朝

建筑遺祉的出土遺物中，石寺瓦残片的数量占据絶対侃勢，甚至多的注我，ff]熟視元賭.本文期葉通

泣北朝陶瓦残片的研究..!主錯当肘的制瓦工さ技求。迭座当是双唐肘期建筑技木研究的基硝工作

之一。

一、北朝陶瓦等建筑拘件的主要出土地点

目前主要出土北朝陶瓦的遺迩基本集中在北朝肘期重要城祉及其附近地区，主主包括山西大同

北貌平城遺祉、内蒙古中南部地区、北重量洛阿城蹴上、家鏡北斉郎城蹴上、晋阿古城以及西魂北

周長安城遺祉等地。

1、山西大同北貌平城遺t止周i1l

北朝前期的北貌平城遺祉畳犀在今大岡市区之下，其中平城遺祉内的北貌明堂僻薙遺祉、操

坊城一号建筑遺祉，平城遺祉附近的方山永固陵思返悌寺遺祉、云肉石窟北朝建筑遺述、加回容

主上等地点，集中出土了北朝前期校卒富的陶筒瓦、板瓦等建筑残件。

平城北重量明堂勝薙遺祉。位子大岡市柳航里住宅小区附近.1995、1996年由大岡市博物儲等

単位友掘 111。北重量平城明堂是ー赴建成子北幾太和十五年 (491)的礼制建筑.遺祉中央有一地

長 42 米的方形秀土台基，方形台基タ卜園是園形水渠，水渠タト縁宣径 289-294 米，水渠寛 18~23

米。友掘仮掲露了明堂水渠的西側一部分，出土了大量残破的筒瓦和板瓦。

大同操場城北貌一号建筑遺祉.方一赴重要的北貌宮殿建筑遺迩，其位子市区操場城街*側，

山西省考古研究所等子単位2003年友掘 (21.i亥奔土台基被完整掲露.J-J長方形，坐北朝南.*

西44.4、南北31.5米，方向 187度。径友掘，在台基的家側和南側没現集中的瓦砥堆釈，出土

了近万件北貌吋期筒瓦、板瓦等建筑拘件残片。

~~.章耐え固陵恩返悌寺遺祉.位子大岡市北釣 25 公呈的方山南麓，据《重量有・高祖記上》氾

30 



2 北朝の造瓦技術

裁z北貌太和三年 (479)“宰方山，起恩返悌寺0"1981年大岡市博物館友掘了波遺祉 (3) 寺院

遺祉坐落在--{:長方形高台之上，高台京西57.4、南北長87.8米，有閏培遺述。院内中部残存塔

基，塔基正方形，主主t主主力 12米。経1i1:掘出土了北型車吋期影塑悌像和菩炉像残決遺主主筒瓦、板瓦残

片等遺物

在云閃石窟窟頂建筑遺祉及文化居中，也出土了一些北朝吋期筒瓦、板瓦建筑材料，如“伶

祥元労"瓦当等。

西珊図書祉。位子大岡市西豹45公皇的桑干河南岸，波容祉出土有大量的瓦片、瓦当等遺物，

井有可以来集到焼造失敗的残次制品。密祉出土瓦片的祥式、特征，基本与北線平城遺祉所見同

炎総本一致。可以も人j;J.i:主里是北貌平城吋期建造都域的ー赴寄場 (4)

2、内蒙古中南部北貌城祉

拓践鮮卑重量晋吋期在閉山一帯逐漸強大，*晋太元十一年 (386)鮮卑首領拓駿珪即代王位，

井迂都盛朱.在北貌王朝建立后，以土験川地区盛朱j;J中心，在閉山以北地区建立沃野、杯朔、

武川、抗冥、柔玄等六鎮(<<貌有》巻一六零《地形志>>)。北貌王朝建都和設立率鎮的倣法，列国

了拓政鮮卑在伶銃地域的統治。主主也是今天在内蒙古中南部笈現北朝肘期遺述、遺物的厨史背景.

内蒙古中南部出土的北朝肘期陶瓦最重要的城祉首推和林格匁昼土城子古城。内蒙古自治区

文物考古研究所等曽多次調査没掘t聖域祉，出土了大量以北朝瓦当方代表的北朝陶瓦等遺物 (5)

土城子古城位子呼和浩特市南豹40公旦，其北側是土黙川平原，南側方摩天h寺山脈。法皇是菰守

漠北和中原的要沖地帯。因其地理位置重要，土城子古城活用吋向彼長，古城始建峨国肘期，沿

用至元明肘代。北貌曽ず建，号称“盛示ヘ士城子古城平面形状呈不規則，由北城、中城和南城

套畳、街接而成，各ノト城圏肘代弁未完全明碗主人定 (6) 在以往的調査友掘中，曽友現了北貌肘期

的瓦当等遺物。

此タト迩有，托克托基云中古城(7)、四子王鵬三花土城子古城 (8)、輪車鳴石子湾古城 (9)等.

3、北貌洛阿城遺祉

20世紀60年代初汗始至今，中国社会科学院考古研究所対北重量洛阿城持綾遊行考古工作，

迄今笈掘的北重量肘期重要建筑遺祉有，北勢内城南部一号房祉、永守寺遺祉、南郭城明堂牌薙遺

社、内城京n建春n遺祉、西郭城大市遺祉、宮城正n闘岡n遺祉等。
北重量内城南部一号房祉。位子北霊車内城南部略偏西側、宮城正日南面的銅!l'E街家側.1963 

年正式勘探友掘 (10) i亥建筑基祉己受到破杯，残存砂防丘方形，泰西残*釣 16米，南北近 17

米，方向5度。房祉堵垣内外壁原方粉壁朱堵。出土的遺物粋笑主要以碍瓦和瓦当等建筑材料方

主。其中建筑瓦件主要有板瓦、筒瓦、瓦当、瓦釘以及普面塑雌碍残件。 i主批建筑瓦件的集体特

征先磨光面，昼然是北勢吋期的建筑遺存。1i1:掘者根据文献氾裁推測，一号房祉座是北貌宗正寺

或太庖建筑的一部分.

北貌永守寺遺祉。永守寺是北貌洛阿城内最大的偽寺，胡太后資助建子孝明帝照平元年

(516)。据文献氾裁.i亥寺院位子宮城西南部太尉府之西.孝武帝永県三年 (534)傍塔遭雷宙起
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火焚駿，寺院自此殻奔。 1979-2003年先后対波寺院遊行多次友掘 (11) 寺院平面呈長方形，四面

有堵垣，南北301米，家西212米。其中友掘的主要遺迩有寺院中央的悌塔塔基、寺院南口、西

n等.寺院正中有方形木塔基祉，残存秀土台基地*釣38.2米。在対塔基和寺院n祉没掘泣程中，
出土了許多北重量肘期的建筑材料，其中主要有板瓦、筒瓦和瓦当、普面塑殿石寺和鴎尾残決等。其

中氷宇寺建造与鍛奔吋代明碗，出土的遺物則成方研究北貌吋期建筑瓦件的重要資料。

明堂、牌薙和夫台礼制重量筑群.主主些礼制建筑群始建子家双，北線吋期瞥修建明堂牌薙，東

台則廃奔不用，泉台旧基之上述一度建造了祷塔(12)020世紀70年代対東台等建筑的調査没掘中，

北幾文化居中也出土了礎瓦拘件(13)。

内城京n建春n遺祉。1t掘子 1985年，是北貌洛阿城内城末埼碗主人的 3座城n中最北側的
一座(14) 城n勘上呈長方形，南北 30、細 12.5 米。城円形制方~n三道。在北貌文化居中，

出土量最大的是板瓦和筒瓦砕片。

宮城正n岡岡n遺祉。 2001-2002年全面掲露了闘岡n遺社 (15) 結果呈示， i亥宮城n由正
中城f1建筑、両側腕台和n前f場組成。正中城n建筑依存建筑台基，台基家西44.5、南北24.4
米.有三日道。家西両側対称分布有秀士関台遺述，蘭台和正中城円圏合出宮円前f場空間.

4、京貌北芥郎城遺祉

i邸城遺祉位子河北省l僻昼西南20公里赴，由南北枇知的商座城祉組成ol邸北脚色建子曹

錬，十六国肘期的后越、前燕、舟貌先后定都子此。公元534年1託銀迂都郵城，在郎北城南側普

建南城。 1983年以来郎城考古臥対郎城遺祉持綾遊行考古勘探和友掘。重要的友掘有北朝郎南城

朱明f1遺祉、勝城主伝競北芥寺院遺祉、郵城三台蹴及城培、道路遺迩等.

径辻考古1t掘，出土了大量建筑材料和拘件，j;J我.1n採対北朝肘期陶瓦等建筑拘件制作技木

及演交提供了宇富的資料.

北朝蝉南城朱明f1遺祉。 1996年没掘，官是一座双闘楼式的城円。城n域合的秀土台基家
西84、南北20.3米。城f1泰西側対称建造述廊和朗楼，残基t全豹34米，主主廊南端台基豹 15米

見方。商関楼相距56.5米.朱明円前形成ーノト由蘭楼和城f1三面圏合的空間，面釈近2800平方

米。 b人朱明日遺祉出土了大量与城n建筑相美的碍瓦遺物 (16)。
越彰城京鏡北芥寺院遺社。主主勘採1t掘，核傍寺平面布局的特点，是以方形木拘悌塔j;J中心、

以壕淘圏和的正方形寺院。 2002年君主現井友掘了家重量北斉悌寺塔基遺迩， 2003-2005年笈掘了悌

寺遺祉中的其他遺迩 (17)郎南城悌寺塔基遺主主包括塔心実体等地上部分和悌塔基槽地下部分，

丙部分均均寿士和礎石拘筑.塔基地下掛軌正方形， j出豹45米。塔心5主体的南迫保存校好，

推測正方形塔心突体地*釣30米。君主掘中出土了北朝肘期的碍瓦等建筑拘件。

郎城三台遺祉、城塘及道路遺述等。郎城鋼雀三台遺述是目前曹鏡1郎城遺祉依存子地面的遺

存.金虎台居三台最南，位子西城n金明日之北、西城靖之上，其秀土台基目前保存絞好，台基
南北120、家西71、高12米。鋼雀台位居三台中阿，南距金虎台83米。銅雀台己被戸重破杯，

~.存台基家南魚，斎土台基現存南北 50、*西 43、高 4-6 米。沫井台則完全被津河的洪水呑嘘殆
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尽，具体位置迄今元法碗主人，7>1碗定三合的准碗位置，曽対遺迩的迫縁避行辻小規模的1t掘，在

北朝文化居中出土了大量黒光板瓦、筒瓦残片 (18)

5、京貌北芥晋阿城遺t止

晋阿城遺祉位子太原市西南部，面釈20余平方公星。在京銀、北斉吋期具有陪都性廃，惰唐

肘期浩用。目前1t現了晋阿古城勘上四至的城塘，但城堵吋代尚待遊一歩碗もし近年在西城塘的

試掘工作中了解到城堵吋代的隻染性，同吋也笈現北朝吋期建城的秀士遺存.西城堵南北品長

3750米，城堵寛 18-20米，方向北倫京 18度。北半部在地表尚有残存。1t掘出土的少量板瓦、

筒瓦残片被碗定方北朝吋期。

6、十六園北朝長安城宮城遺祉

2003-2007年在西双長安城京北部妻至近勘採、1t掘没現(19) 其位置在.&*安城京北部宣平日

大街、洛城f1大衡和北城培、京城堵之阿的長方形藷圏内，由家西商座小城組成。友掘地点位子

西小城南培，出土遺物中有十六園、北朝吋期的碍瓦残片。

二、北朝陶瓦肘代特色与主要業別

北朝陶瓦包括了筒瓦和板瓦丙美，均方建筑頂部最主要的材料.目前対瓦当的研究不乏其人，

蓋由子瓦当的図案、形制更吸引研究者和牧減者的目光。但余所周知，瓦当井非独立的建筑材料，

官属子建筑屋槍部位筒瓦的附属部分而己.尽管単独研究瓦当未裳不可，但研究筒瓦制作工さ吋，

則必須将筒瓦与瓦当作7>1ーノト整体来考慮。北朝肘期陶瓦祢本出土地点相対集中，我frJ1t現在上

述校集中的区域内，北朝板瓦和筒瓦科笑比較単一，除了表現在瓦当方面的筒瓦祥式有所変化タ卜，

一般的板瓦、筒瓦形式也井没有太隻染的変化。基子上述具体情況，我，frJ参照北朝城祉前期和后

期的吋代変化，対子不同吋段出土的北朝板瓦、筒瓦資料，遊行概要的分炎，井就其肘代特点主並

行筒要続理。

以北朝都城的建設規却l和友展角度看，北朝城祉可却l分方前期和后期z北朝前期是以平城7>1

都城的吋期，或称平城肘期:北朝后期是迂都洛阿之后的肘期，或可称方洛阿一郎城吋期。据此，

北朝前期陶瓦主要出土地点有，山西大同北貌平城透祉、内蒙古中南部地区大部分城祉:北朝后

期陶瓦主要出土地点有北貌洛阿城遺祉、*貌北芥i邸城遺社、晋阿古城遺祉、西貌北周長安城遺

祉等.

下面按照不同肘代遺祉7>1先后次序，就有代表性的陶瓦分炎遊行叙述。

7>1了叙述方便，在此統一本文的叙述名称，依据板瓦、筒瓦在屋I買鋪葺的正反、上下美系，

特瓦在屋頂備高的一端称7>1瓦上告最，即板瓦窄!k一端和筒瓦牧緒的一端方瓦上告量z瓦在屋頂倫イ民

的一端称7>1瓦下車量，即板瓦寛美或装飾波紋的一端和筒瓦街接瓦当的一端7>1瓦下録。同祥道理，

板瓦、筒瓦的両側迫縁，則称7>1側録。板瓦和筒瓦的凸凹両面，作方使用中的表面、背面正好相

反，方了阿渓更加宣感，文中依旧使用凸面和凹面的名称。筒瓦上主象的牧縮部位，沿用以往通用

的瓦舌之名称。
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1、北朝前期板瓦

有素面友色板瓦和圧光黒衣色板瓦丙笑。若依板瓦使用功能刻分，又可分方普通板瓦利屋槍

板瓦之刻。

A~陸、素面茨色板瓦

凹面布袋，凸面素面，ノト体大小有所区刻。如西加回答祉出土称本，胎E責略夫砂，火候校高。

凸面抹平、修整Jg元童文素面。瓦下縁側面有手指按圧而成的波紋装飾。又如，操場城一号遺祉栃

本T201③ 3.*45.6、瓦上縁寛35.3、瓦下縁寛31、厚1.5-2厘米。瓦下車最有指圧波状装f布。

B~陸、圧磨黒光板瓦

胎原銅賦，凹面圧光，呈黒色，凸面素面，呈黒色或友色.ノト体大小有所差別。如操坂城一

号遺祉振本T510③ 13.*81、瓦上縁寛60、瓦下縁寛50、厚2.8厘米。凸面黒色，瓦下縁有

波状花法装備。操坊域合儲遺祉M204.*55.5、瓦下縁寛37、瓦土産量寛31.2、厚2.8厘米.凸

面素面黒友色，瓦下車量有波状花地装f布。再如北貌平城明堂遺祉出土T102:1.長51、寛42、厚

2-2.5厘米.

2、北朝前期筒瓦

A美、素面"$i..色筒瓦及瓦当

胎康友色，凸面素面元童文，凹里有布童文。如操坊域合儲遺祉T613③ 2.残長19、径14.5、

厚1.5-2. 2厘米.通体有火焼畑薫的痕迩 i亥筒瓦下室華街接有蓬花童文瓦当，在瓦当的背面可見ー

些細銭却j痕，筒瓦与瓦当粘接赴被抹成圃弧状。

瓦当

大同平城出土的A炎筒瓦与蓬花瓦当街接。内蒙古出土的北重量肘期瓦当多数主人Jg平城吋期遺

物[却其中有蓬花瓦当、普面瓦当、“伶祥元労"瓦当、“富貴万~..瓦当等.M.瓦当底地1見察，

其表面没有圧光生t理，故迭笑瓦当街接的筒瓦彼可能属子没有圧光的A主権筒瓦.

B業、圧磨黒光筒瓦及瓦当

目前能移碗主人的北勢前期筒瓦絶大多数属子圧磨黒光筒瓦。其特点是凸面庄磨光滑，呈現黒

光成地，凹商有清噺的布主主。ノト体大小有所区別。如操栃城一号勘上T410③ 3.通長75.5、宣

経23、瓦舌長7、厚2-3厘米。原地細賦，制作規整。凹面留有清噺的布富士。操場城合儲遺祉T517L204

③，表面呈黒色，原地銅賦，打磨光滑，里面布満了内模具留下的布銭。在舌面上刻一“白"字。

通長57.宣径18-18.3、厚1.7-2. 5、舌長5.8厘米。

瓦当

在大同平城遺社与 B炎筒瓦街接的瓦当有蓮花瓦当、普面瓦当、“万~富貴"瓦当等，法些瓦

当与B炎筒瓦都被圧磨光滑。

其中的文字瓦当，如操場城一号遺祉T610③ 5.宜径17.8.当活寛1.5厘米。当面改凸起

“井"字界経，有京-tS文字，按照“上、下、右、左"的順序-tS“万~富貴ヘ表面圧光，黒色.
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2 北朝の造瓦技術

同美瓦当栃本T510③ 8.宣径13.3、当沿寛1厘米.友黒色，当面磨光。此瓦当文字完整，制

作規蒐。瓦当与筒瓦街接角度:h102度。

普面瓦当，当面磨光，当治絞寛，制作十分規整。当心怖一高浮離普!k.大限短鼻，大口露

歯。普面瓦当大者宣径迭25四，但元完整板本。略小的普面瓦当圏案与前者大体一致。如明堂遺

祉96MN:3.当面宜径17、厚2.5厘米。操場城一号遺祉T610② 11.当面宜径16.3.給寛2.5

厘米.

3、北朝后期板瓦

A~陸、素面茨色板瓦

郎南城西郭城内建筑遺祉出土A美板瓦，友色.凸面不平整，原有絞粗縄童文，后経徐抹修整，

凹面残存有布袋或抹辻的銅縄主主痕述。如94JYT554-559②:7，長度残，寛度完整，残*23.8、寛

29.8、厚1.7-2. 0厘米，瓦下車量有指圧単波状花銭。又如94JYT554--559② 8.岡地均残，残*

15、残寛14.2、厚1.6-2. 4厘米。

B美、圧磨黒光板瓦

在等級規模校高的遺祉中比較常見，如北貌洛阿城一号房祉、北貌永宇寺遺祉、 1邸城三台遺

祉等。

北重量洛阿城一号房祉出土的完整板瓦，長49.5、寛33、厚2.5厘米。板瓦的数量tli!多，形

加丘梯形，即!k寛尾窄。主主些板瓦主要呈深褐色，原容堅実，制作精致。一般板瓦的凹面被磨制

光滑，凸面相対略比凹面粗槌，但也径辻大致剖磨，板瓦的左右丙ノト側室最多被剖削加工。北貌永

宇寺遺祉出土B笑板瓦，規格、成地、顔色和制作方法，与在北規一号房祉出土的B美板瓦基本

一致，是北貌后期的板瓦板本。同肘，出現了比一号房祉的枠炎更加卒宮，如不仮有単居波紋花

法装飾板瓦下縁板本，主E有双居波紋花辿装怖板瓦下象的実例。

郎城遺主上出土家貌北芥肘期的板瓦，多方黒色或黒友色，原地細密竪硬.完整的*41.5、寛

31、厚2-3.5厘米。凸凹丙面大多光滑。板瓦下車象由指圧単波紋或双波紋装怖。有的板瓦迩有文

字載氾.如栃本88JYTl9③:1，泥E責，黒友色.*31. 4、寛25-22、厚7.4-5.5厘米。凸面前半

部圧光，后半部有給修制作痕，凹面圧光，徐抹有一科黒色物演。瓦下車量先径切刻，然后用手指

圧按出双居波紋装飾。瓦上金量呈困層状。板瓦丙側有自内向タト的切苦手l痕。又如JlIl南城朱明n遺祉
出土的板本Tl41②:39.泥炭，友色。残*9.8、寛26.4、厚2.8厘米.凹面、凸面均径底磨光

滑，呈現黒友色。接近瓦下綾部位残留給修制作的旋痕，板瓦凹凸面均徐抹了一科黒色物成。瓦

下縁側面深度刻刻出重治，然后上下活再分刻浅刻，再其后以手指按圧出波紋，形成瓦下録的双

波紋装怖。又如総本86JYT154西ず方⑤:08.泥炭細密，苦言友色。基本完整.*50.7、寛29.7-34.5、

厚2.8厘米.凹面圧磨光滑，凸面撃近下象的半部分圧光，其余半部残留給修制作痕.瓦下室量以

刻刻后按底的技法，制作出双波形童文装備.板瓦上嫁呈困層状.
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4、北朝后期筒瓦

A~題、素面友色筒瓦及瓦当

郎南城西郭域内建筑遺祉出土筒瓦，友色，半困筒状，制作規整。凸面素面元主主怖，凹面有

絞清噺的布童文。同肘凹面基本可以双察到有鉄向的淘痕，少数板本迩可看J1J横向泥条章筑残痕。

如94]YT554②:2，長31.6、亘径14.1、厚1.3ー1.6、瓦暦斜長5.2厘米。又如94]YT555②:2，

1:':35、宣径14.8、厚1.5-1.9、瓦暦斜t正4.5厘米.

B~英、圧磨黒光筒瓦及瓦当

与B炎板瓦炎似.B炎筒瓦也常見子等級規模校高的遺祉中。

北重量洛阿城一号房祉出土的筒瓦，一般1:':49.5、宣径13、厚2.3厘米。黒衣色.11責密堅実，

制作精致。此炎筒瓦皆凸面圧磨光滑，呈'9:亮的黒色或友色，其工芝処理方法和板瓦凹面的倣法

是一致的。筒瓦凹面有絞清断的布童文，有的村塾布筒的槽鍍痕述清断司青拝。瓦層部方困弧形，一

般瓦層部都下斜，有些筒瓦瓦層上述有刻刻文字或署員印。筒瓦的左右側室最多被副削平整，部分筒

瓦的側後述可児到万具A人瓦垣内側切割的痕述。有些筒瓦側室ま也有刻却l文字。北線永宇寺遺祉出

土的B炎筒瓦，与一号房祉出土的筒瓦基本一致，一般宣径約15、厚豹2.3厘米.永宇寺筒瓦的

瓦暦校長，長3.5-6厘米。

郎城遺祉出土筒瓦，多呈黒衣色，属地細密堅硬且厚重。完整者長41-48、宜径15.5-18、厚

1. 8-2. 5厘米。凸面経泣圧磨，表面光滑。凹面方布袋.如板本92]YT29⑦・04.1:':40.5、宣径14.8、

厚1.7厘米。筒瓦上縁瓦暦凸面有文字載印。中部有瓦釘孔，下車量街接蓮花瓦当。又如転本90]YT26

⑤:09.凸面圧磨黒光的表面有局部脱落.筒瓦中部有一宣径1.2厘米瓦釘孔.筒瓦凹面有布主主，

可児清噺布補痕述。下縁街接蓬花主主瓦当，図案:h隻嫌蓬花，蓬花共8燐。再如郎城朱明f1遺祉

出土的板本86汀1116西隔梁北洲④:46.泥炭，深友色.11貴地銅風堅硬.筒瓦1:':36.7、宣径14.8、

厚1.5-2. 8厘米:瓦当宣径14.2厘米。筒瓦凸面圧光，凹面有布童文，布童文中又一級向的補錯痕。

筒瓦下縁街接瓦当，瓦当:h羊燐蓬花童文図案。

瓦当

在北重量洛阿城、京貌北斉i邸城等遺祉与B炎筒瓦街接的瓦当粋笑殺多，其中尤以北動~守寺

遺牡出土的瓦当宇富。但大略而吉，北朝后期的B炎瓦当有蓮花瓦当、普面瓦当商大笑。北幾洛

阿城一号房祉、北貌永守寺遺祉出土的蓬花瓦当和善面瓦当，火候絞高.11責量校好，表面皆抹成

黒光面，制作板:h規整。如北貌洛阿城一号房祉出土六燐宝装蓬花瓦当，経 15.6厘米，厚1.6

厘米。当浩絞:h寛平。普面主主瓦当，径15.6厘米，厚1.6厘米。中央均一凸起的半浮雌普面，当

沿枝先寛平.

而北貌7"X宇寺遺祉出土的慈花化生瓦当、忍冬童文瓦当、交形忍冬童文瓦当等，仮見子i亥寺院遺

述，昼然主主是:h膏造悌寺特意波長十焼造的.

郎城遺祉出土的北朝后期瓦当，基本祥式:h蓮花瓦当。
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2 北朝の造瓦技術

三、北朝陶瓦制作技求考古学現察

上述出土板本是考察北朝板瓦、筒瓦制作工芝的基拙資料，通辻杭理迄些資料，可以看出b人

原始部族友展来的鮮卑族建立北貌王朝后，在制造建筑材料方面井不原始，反而是起点復高，逮

座t主是継承丁重量普以来的工玄伶統的結果.

北朝吋期B炎板瓦、 B炎筒瓦，即圧磨黒光的板瓦和筒瓦是陶瓦中士主主最隻染的戸品，至北

朝后期更加成熟，主主些技木皮対子惰唐吋期建筑工芝P生了絞深返的影哨.法枠制作工芝是北朝

陶瓦制作技木的代表，本文特重点考察、研究。

以各地出土的北朝陶瓦双察，我frJ*寺北朝陶瓦制作技木的主要歩環，倣了如下的却j分:1、特

制陶泥 2、瓦垣困桶成型 3、絵修去五桶与装備 4、分割垣桶与瞭干 5、副削調整与街接瓦当:

6、瓦昆医光与修整 7、瓦主主上主主;8、入容焼成。下面分別概述.

1、特制陶泥

出土的北朝吋期板瓦、筒瓦多数成地銅脈。 A人一些瓦片迩可以双察到笑似子採制陶泥之后形

成的童文理，逮説明制瓦之前陶泥径泣了況淀、探制的泣程。厚霊的大型板瓦使用陶土量大，但是

在其砕片中tl!少有沙孫、染原等，主主粋特制的陶泥座主主廷水洗況淀，井主主辻一段吋阿放置熱腐的

近程。

2、瓦盛田桶成型

目前友現的北朝吋期筒瓦和板瓦，都昼示了瓦極園桶采用的是泥条主筑制作的工芝，イ以乎述

没有:&現其他制倣瓦極困桶的方式。泥条章筑的痕逃在筒瓦的凹面.la示的最先清噺，一些板瓦的

砕片也支持主主祥的結捻.但板瓦、筒瓦瓦垣困桶内模形市l不一致。

3、絵修姪楠勾装飾

制作瓦垣困桶完成后，在旋特的斡台上稔修瓦主E困桶，幸合修肘的痕迩在考察陶瓦的肘候主主常

会遇到，但是有肘也由子后期底光工2主的千抗，法祥的痕述也容易被忽視掠.幸世修之后有的板瓦

或筒瓦按捺上識も己，h人書訴氾和総修的畳E匡美系可以明碗断定両者的相互順序。

房槍板瓦下室量的波紋装飾座波在給修的前后完成。主主吋瓦極主士子便子塑型的教泥状杏，易子

刻~J和反印。双居波状紋之阿深深的刻刻槽、用手指按圧波紋的指紋痕述，都説明了主主祥制作険段。

4、分割垣桶勾瞭干

修整陶瓦タ卜表肘，瓦垣内部長E有給台上的内模支捧，在瓦主E没有完全干透之前，瓦極的内膜

架子撤出。主主肘用刀笑鋭器以内向タ卜切割出一条分割板瓦或筒瓦的鍬銭，富民銭切割深度不一致。

一般情況下，筒瓦的瓦主E困筒一分方二、板瓦的瓦垣困筒一分方四。随后遊一歩干燥后，以造当

的タトカ使瓦垣園桶裂牙，形成ー挟決的板瓦或筒瓦。此吋的板瓦和筒瓦凹面残存大量制作吋

留下来的痕述，如布袋、絵修旋富士等，主主些痕述有的在遊一歩的加工和修飾辻程中逐漸模糊

不清。
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5、剖削調整勾街接瓦当

陶瓦一片一片分汗后，需要遊行制削。例如:h了板瓦之岡或筒瓦之l河上下街接順栃，通辻剖

削澗整毎片上下綾部位的薄厚o ~申l削痕寛 2-4厘米，密集埜JE. 平面絞光滑，反映了剖削工具似

方絞鋒利的刀具。板瓦首j削痕多在丙側室量的窄面上:筒瓦凹面皐近瓦楼赴也往往有毒民向削瓦痕述。

A炎筒瓦、板瓦在自l削調整之后，瓦極制作己接近完成。主主吋屋槍筒瓦遊入到街接瓦当歩襲。方

了瓦当与筒瓦街接牢閏，一般在瓦当背面却J刻放射状銅主主，以便増加摩擦.比外，迩有在筒瓦的

内側与瓦当的背側抹泥以加岡方法。

白、瓦垣圧光勾修整

北朝黒光陶瓦表面治人一科上了粕的感覚，主主是一科医光工芝，与北朝吋期陶器暗主主主主笑

似。通迂仔細~察法炎瓦的表面，可以看出黒光陶瓦表面有美似困棒状工具往返磯底的F隠密，逮

些痕主主甚至略呈凹陥。通辻主主祥反~磯JE. 陶瓦表面被赴理的光浩明亮。

現察街接瓦当的筒瓦~現，筒瓦凸面和瓦当側面一起被主並行了圧光的処理，迭表明帯瓦当的

筒瓦遊行圧光生t理在后，而街接瓦当王不令在前。

7、瓦垣上集

在双察北朝黒光陶瓦肘，我イ日没現了扱ノト則的総本表面有液伶流消的滴痕，液体呈黒衣色.

是否方了提高陶瓦光浩度，采取的上業工芝，迩有特大量規察研究。

8、入容焼成

人容焼造是生戸陶瓦最后的工序。

主主実豚是北朝B美陶瓦経厨的全部歩譲，而A笑陶瓦元需第6、第7歩譲就可以入容焼造了.

四、北朝吋期陶E圧磨黒光工芝的貢献与相夫思考

北朝宮室、高等級建筑往往使用E光的板瓦、筒瓦.主主是北朝之前竿見的現象，而北朝之后

的情唐吋期則沿承了主主科技求。主主科黒光~亮的表面主要是筒瓦的凸面和板瓦的凹面，主主都是建

筑瓦頂的表面部位，主主昼然具有実用和装備双重功能。一方面，可以使得建筑頂部的表面光滑，

防止全土釈東和雪雨量豊漏z男一方面，黒友友亮的建筑頂部大笥美刻。可以悦北朝陶瓦制作工芝

中圧磨黒光技求最具創新意文。

圧磨黒光的工さ歩譲在北貌洛阿城一号房祉出士大量帯文字的瓦片也有体現。一号房社瓦片

刻文内容記柔工匠姓名、制瓦吋阿，也記景了一些帝l瓦工科，主主包括有匹遺主、絵、削、磨、昆、

匠等.有的学者主人:h“磨ヘ“昆"是同一ノトエ序，就是把陶瓦磨光 (21)子是迄今一般都把北朝

至情唐吋期黒光陶瓦称方“磨光黒瓦ヘ

根据~察北朝制瓦工芝，井参考有美文献，可以初歩弘治“磨"、"昆"井不是同一小工序，

“磨"之工芝就是字面意思，是ヰ寄瓦短調整比絞平整"昆"之工芝察隊是“抱ぺ即圧光之工芝。

李減《菅造法式》的有美氾裁可以手書助我ffJ深刻理解“磨"、“昆"的本文。《菅造法式》昼:h

宋人著作，但其内容多渉及了陪唐肘期成熟的建筑技木。其中.<<菅造法式》巻十五“容作制度"
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2 北朝の造瓦技術

条之内容，対子研究品鈷北朝陪唐肘期陶瓦制作亦有参考伶値.ヲ|文如下2

4・…造瓦主fi:用銅膝土不爽砂者，前一日和泥造盤。先子絵上安定札圏，次套布筒，以水搭

泥接圏，釘搭牧光，取札並布筒嘱曝・H ・凡造瓦垣之l!iIJ:候曝微乾，用万童，毎桶作四片o [瓶

瓦作二片・…..J線道僚子瓦，旬以水飾露明虞ー迎。"“育振瓦等之制2 以乾垣用瓦石磨擦[航瓦

於背z板瓦於仰酉，磨去布文:J次用水源布措拭，候乾z次以洛河石援研z次接滑石末令勾。[用

茶士据者，准先惨奈士，次以石拐研oJ" “......凡焼嬰堵瓦之制z素白容，前一日袋容，次日

下火焼事警，又次日上水害，更三日開密，候冷透，及七日出容。青拐容，袋容、焼嬰，出密日分

準上法，先焼交草，茶土据者，止於曝容内搭帯，焼安不用柴草、羊尿、油腕k背草、松柏柴、

羊尿、麻机濃泊，蓋巷不令透畑。"

育振瓦就是圧磨黒光的陶瓦o M.文献氾裁的制作工芝分析，而牙始的和泥到分割瓦主E困桶，

育振瓦制作座与一般陶瓦制作元昇，而失鍵歩譲，是M.“以乾垣用瓦石磨擦"到“不令澄畑"1>1

止的工さ辻程.在迭美鍵工主歩S車中“以乾握用瓦石磨擦"就是北貌洛阿城一号房祉陶文中的“磨"

在主主ノト工芝中“筒瓦子背(即凹面)，板瓦子仰面(亦1>1凹面)，磨去布主主"由子陶瓦凹面有布主主，

瓦垣千后，即用瓦石突工具打磨平整.此后又一ノト尖鍵歩譲是“次用水源布指拭，候乾:次以洛

河石据研ヘ由子瓦短宅燥校硬，元法避行圧光処理，子是用湿布擦拭瓦主fi，瓦窪略湿之后用“洛

河石"遊行表面庄光，法就是北重量洛開城一号房祉陶文中的“昆ヘ E光工具的名称“洛河石"也

非常値得恩考，主主芭不是悦明唐宋肘代育振瓦的圧光工芝源子北重量洛阿城吋期，可見北朝肘期成

熟的陶瓦圧磨黒光工芝影哨深送。
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